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１（２）．概要：現行の噴火警戒レベル
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３．想定火口（案）

 設定方針
• 想定火口は磐梯山火山ハザードマップ（以下、ハザードマップとする）の「想定火口範囲」

とする
• 現行の噴火警戒レベルは「銅沼火口」「沼ノ平火口」
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想定火口範囲 現行噴火警戒レベルの想定火口

（磐梯山緊急減災対策砂防計画より抜粋）

現行噴火警戒レベルと想定火口範囲の比較

緊急減災の想定火口範囲



４．噴火警戒レベルと想定される噴火様式（案）
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 設定方針：想定火口は「ハザードマップの想定火口範囲」

噴火警戒レベル
噴火
規模

噴火様式想定 警戒が必要な範囲の設定方針

レベル２ 小 水蒸気噴火
ハザードマップにおける小規模水蒸気噴火の想定から警戒が
必要な範囲を設定。

レベル３ 中 水蒸気噴火
防災マップ作成指針と居住地域の境界から、警戒が必要な範
囲を設定。

レベル４・５ 大 マグマ噴火
ハザードマップにおけるマグマ噴火の想定から警戒が必要な
範囲を設定。

※噴火規模の表現は、火山学的な噴火規模（噴出物量）とは異なり、大きな噴石や火砕流等の到達する範囲
（影響範囲）を基準としている。



５（１）．噴火シナリオ（案）
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５（２）．噴火シナリオ（参考：緊急減災）
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６（１）．警戒が必要な範囲（案）：大きな噴石
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×

現行レベル 見直し案 設定方針

レベル２
（小規模噴火）

概ね１km以内 概ね１km以内
ハザードマップにおける小規模水蒸気噴火の想定から
警戒が必要な範囲を設定。

レベル３
（中規模噴火）

概ね３km以内 概ね２km以内
火山防災マップ作成指針と居住地域の境界から警戒が
必要な範囲を設定。

レベル４・５
（大規模噴火）

概ね３km以内 概ね４km以内
ハザードマップにおけるマグマ噴火の想定から警戒が
必要な範囲を設定（居住地域にかかる）。

想定火口

×1km

2.5km

現行噴火警戒レベル 見直し案



６（２）．警戒が必要な範囲（案）：火砕流・火砕サージ
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 レベル４・５では、火山活動の状況により火口が特定できた場合や実際の火山現象による影響

範囲に応じて縮小する運用とする（緊急減災のシミュレーション結果（12例）を活用） 。

現行レベル 見直し案 設定方針

レベル２
（小規模噴火）

想定なし 想定なし
火災流・火砕サージを観測した場合は
レベル３に引き上げる。

レベル３
（中規模噴火）

想定なし
火口から影響が及ぶと予想される居住地
域近くまでの河川流域（概ね２km以内）

噴石と同じ概ね２kmで設定
（低温の火砕流・火砕サージを想定）

レベル４･５
（大規模噴火）

想定なし
火口から影響が及ぶと予想される河川流
域と周辺の居住地域（右図：黒破線）

ハザードマップにおけるマグマ噴火の
想定から警戒が必要な範囲を設定（居
住地域にかかる）。

1km

2.5km

レベル２

レベル４・５

レベル３



６（３）．警戒が必要な範囲（案）：融雪型火山泥流
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 レベル４・５では、火山活動の状況により火口が特定できた場合や実際の火山現象による影響

範囲に応じて縮小する運用とする（緊急減災のシミュレーション結果（12例）を活用）。

レベル４・５

（磐梯山緊急減災対策砂防計画より抜粋）

現行レベル 見直し案 設定方針

レベル２
（小規模噴火）

想定なし 想定なし
融雪型火山泥流を引き起こす火災流・火
砕サージを観測した場合はレベル３に引
き上げる。

レベル３
（中規模噴火）

想定なし
火口から影響が及ぶと予
想される居住地域近くま
での河川流域（各河川）

水蒸気噴火で発生する低温の火砕流・火
砕サージによる融雪型火山泥流を想定。

レベル４・５
（大規模噴火）

火口から影響が及ぶと予
想される河川流域と周辺
の居住地域（各河川）

火口から影響が及ぶと予
想される河川流域と周辺
の居住地域（各河川）

ハザードマップにおけるマグマ噴火の想
定から警戒が必要な範囲を設定（居住地
域にかかる）。



６（４）．警戒が必要な範囲（案）：火砕サージ、融雪型火山泥流のシミュレーション結果
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銅沼を想定火口とした場合
（黒線：計算開始ライン）

沼ノ平を想定火口とした場合
（黒線：計算開始ライン）

①から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

④から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

③から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

②から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

（磐梯山緊急減災対策砂防計画より抜粋）
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６（４）．警戒が必要な範囲（案）：火砕サージ、融雪型火山泥流のシミュレーション結果

⑩から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

⑨から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）⑧から流下した場合

（黒線：計算開始ライン）

⑦から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

⑥から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

⑤から流下した場合
（黒線：計算開始ライン）

（磐梯山緊急減災対策砂防計画より抜粋）



７．居住地域
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居住地域

想定火口範囲

火砕サージ（レベル4・5）

2km

1km

4km



８．特定地域（案）と道路規制の特例（案）
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道路規制の特例（案）

国道459号線の一部が警

戒が必要な範囲に入るが、

社会的な影響が大きいた

め、駐停車禁止として、

規制看板の設置等の対応

を協議会で検討
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 特定地域とは、居住地域よりも火口に近いところに存在する、道路状況等により孤立する可能
性がある温泉施設等や集落のこと。居住地域より早期に避難等の対応が必要になる場合がある。



９．警戒が必要な範囲（案）まとめ

噴火警戒
レベル

噴火様式 想定事例

レベル２
小規模

水蒸気噴火
・大きな噴石：火口から概ね１km以内

レベル３ 水蒸気噴火

・大きな噴石：火口から概ね２km以内
・火砕流・火砕サージ：火口から影響が及ぶと予想される居住地域近くまで

の河川流域（火口から概ね２km以内：低温の火砕
サージを想定）

・融雪型火山泥流：影響が及ぶと予想される居住地域近くまでの河川流域

レベル４
レベル５

マグマ噴火

・大きな噴石：４km
・火砕流・火砕サージ：火口から影響が及ぶと予想される河川流域と周辺の

居住地域（中ノ沢川・川上沢・長坂沢・トコロ沢・
丸山前沢・土手間沢・琵琶沢・見祢沢・土津沢・上
弥次沢・手代山沢・西手代沢・押立沢・高橋沢・小
屋沢・滝尻沢・清水沢）

・融雪型火山泥流：火口から影響が及ぶと予想される河川流域と周辺の居住
地域（中ノ沢川・川上沢・長坂沢・トコロ沢・丸山前
沢・土手間沢・琵琶沢・見祢沢・土津沢・上弥次沢・手
代山沢・西手代沢・押立沢・高橋沢・小屋沢・滝尻沢・
清水沢）

※火山活動の状況により火口が特定できた場合や実際の火山現象による影響範囲に応じて縮小する運用とする。

※噴火規模の表現は、火山学的な噴火規模（噴出物量）とは異なり、大きな噴石や火砕流等の到達する範囲（影
響範囲）を基準としている。


